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◆ 自分が見えたら教頭、教務主任、学年主任、研修主任として

４ 自身の職能成長を目指して中・長期的に自己啓発に努めたい

【人や組織に対する思い、願い】
自分の職能伸長を目指すとともに、自分が優れた先輩の背中を見て育ってきたよう
に、後輩が私の背中を見て成長できるような先輩（教頭や主任）でありたい。

【行動モデルを活用するメリット】
◇活躍している教頭や主任の言動をもとに行動モデルを作成しましたので、手軽に自
分に合った行動目標を設定することができます。

◇142名の教職10年目の教諭の方々に記述していただいた、思い出に残る優れ
た主任さんが見せていた言動をＰＤＣＡ風にまとめました。思い出していた
だいた主任さんは、いずれの方も学校組織を動かす中心となる方々だと考え
ます。

◇職能伸長を願う際、次の２点に配慮される方が多いのではないでしょう
か。
① 一人一人、教職員として「自分らしく職能伸長したい」と願う気持ち
があるのではないでしょうか。
② 極めて多様で柔軟性を求められる教職員の多くの方々は、その時その
時、立場や状況に応じて手本となる先輩の姿勢や言動を見ながら、学
び、伸長してきたのではないでしょうか。今後もこの教職員文化が続く
のであれば、学ばせていただいた先輩へのお礼の気持ちを込めて、後輩
の手本となる言動がとれるようになりたいものです。
③他に配慮したい点がありましたらまとめてみましょう。

ステップ２ 自分らしく職能伸長したいものですステップ２ 自分らしく職能伸長したいものです

教職10年目

の先生方、調
査にご協力い
ただきまして
誠にありがと
うございまし
た。

ステップ１ 思い出に残る優れた主任さんは、どのような方でしたかステップ１ 思い出に残る優れた主任さんは、どのような方でしたか

教職10年目、142名の先生方が感じた「特に優れた主任の言動 PDCA」
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P1　明確な教育理念や方針、方法をもっていた

P2　先への見通しをもち、仕事がとても速かった

P3　適材適所の仕事配分により同僚が活躍できた

DCA１　経営方針や計画を上手に同僚に伝えてくれた

DCA2　理解の深まる会話ができた

DCA3　誰よりも働き、手本を見せてくれた

DCA4　明るい雰囲気づくりをしてくれた

DCA5　自分にも同僚にも妥協しない厳しさがあった

DCA6　日頃から同僚や児童生徒をよく見ていた

DCA7　要点をおさえて上手に教えてくれた

DCA8　大変な仕事は一緒に付き合ってくれた

DCA9　同僚の意見やアイデアを生かしてくれた

DCA10　同僚の仕事ぶりを認め励ましてくれた

DCA11　危機対応が的確で素早かった

DCA12　責任は自分がとると言ってくれた

DCA13　引き継ぎ資料を分かりやすく整理してくれた

DCA14　保護者との深い信頼関係づくりをしていた

他　信頼のおける人柄だった
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◇自己啓発を行うには、自身が心掛けたい言動を行動目標として設定するこ
とをお勧めします。以下のような設定までの流れが考えられます。
① 配慮したい点を考慮しつつ、行動モデルの中から、自身の職能伸長に
つながるものを複数個、選びましょう。自身を取り巻く環境に応じて、
行動モデルを修正したり、新しく作成することも可能です。
② 選んだ行動モデルをもとに、自己診断シートを作成し、自身の現在の
状況について把握しましょう。
③ 中・長期的に、自身をどの程度まで伸長させるか、見通しを立てまし
ょう。

自己診断・行動シート

診断項目・行動目標 行動のポイント 現状 点検１ 点検２ 点検３

(行動モデルを参考した、今後の実施したい行動) （自身を啓発するための 月 日 月 日 月 日 月 日
要点や自身との約束）

4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1

4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1

4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1

4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1

4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1

※確実にできている：4 1：できていない

◇成果と課題

ステップ３ 行動モデルを選択、修正して行動目標をつくりましょうステップ３ 行動モデルを選択、修正して行動目標をつくりましょう


